
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
告

示

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定 

（
障
害
福
祉
課
）　

　

一

〇
認
証
食
品
の
認
証 

（
食
産
業
振
興
課
）　

　

一

〇
建
設
業
許
可
の
取
消
し 

（
事
業
管
理
課
）　

　

一

 
教
育
委
員
会

〇
教
育
委
員
会
定
例
会
の
開
催 

二

 
選
挙
管
理
委
員
会

〇
丸
森
町
長
選
挙
に
係
る
当
選
の
効
力
に
関
す
る
審
査
の
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
（
二
件
） 

二

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
四
十
四
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
五
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
四
十
五
号

　

宮
城
県
認
証
食
品
認
証
要
綱
（
平
成
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
認
証
食
品

を
次
の
と
お
り
認
証
し
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
五
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

認
証
食
品

二　

認
証
年
月
日

　
　

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
四
十
六
号

　

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
建
設
業
の
許
可
を
取
り
消

し
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
五
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

許
可
を
取
り
消
し
た
年
月
日

　
　

平
成
二
十
三
年
五
月
二
日

二　

商
号
又
は
名
称
等
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事

業

所

番

号

〇
四
二
五
二
〇
〇
八
一
三

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地

ハ
ー
モ
ニ
ー

仙
台
市
宮
城
野
区
西
宮

城
野
九
番
十
六
号

指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

共
同
生
活
介
護

共
同
生
活
援
助

設
置
者
名

特
定
非
営
利
活

動
法
人
シ
ャ
ロ 

ー
ム
の
会

指
定
年
月
日

平
成
二
十
三
年

五
月
一
日

認
証
番
号

百
九
十

一百
九
十

二百
四
十

五

品　

目

乾
の
り
・

焼
き
の
り

乾（
干
）し

魚
介
藻
類

あ
ら
れ
類

申
請
者
の
氏
名

又

は

名

称

株
式
会
社
渡
辺
海
苔
店

代
表
取
締
役　

渡
邊
与

志
政

株
式
会
社
和
田
商
店　

代
表
取
締
役
社
長　

和

田
俊
一
郎

み
や
ぎ
の
あ
ら
れ
株
式

会
社
代
表
取
締
役　

石
田
定

克

製
造
業
者
の
名
称

又

は

屋

号

株
式
会
社
渡
辺
海
苔
店

株
式
会
社
和
田
商
店

み
や
ぎ
の
あ
ら
れ
株
式

会
社

製
造
所
等
の
所
在
地

本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
沼
田

一
五
〇－

三
二

牡
鹿
郡
女
川
町
浦
宿
浜
字
小
屋
ノ

口
一
六
五

亘
理
郡
亘
理
町
逢
隈
鹿
島
字
吹
田

五
一

商
号
又
は
名
称
及

び
代
表
者
の
氏
名

エ
ン
ド
ウ
重
機
建

設
株
式
会
社

遠
藤　

浩

有
限
会
社
工
藤
建

設工
藤　

悟

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

遠
田
郡
涌
谷
町
涌
谷
字
黄

金
山
六－

二
十

加
美
郡
加
美
町
字
鹿
原
谷

地
袋
九

建

設

業

許

可

番

号

般－

二
十
二

第
七
千
二
百
二

十
二
号

般－

十
九

第
一
万
二
千
五

百
八
十
九
号

申
請
区
分
及
び
許
可

を
取
り
消
し
た
建
設

工
事
の
種
類　
　
　

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

土
木
工
事
業

　

と
び
・
土
工
工
事
業

　

ほ
装
工
事
業

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

土
木
工
事
業

　

大
工
工
事
業

受

付

年

月

日

平
成
二
十
三
年

 

四
月
四
日

平
成
二
十
三
年

 

四
月
四
日



三　

許
可
取
消
し
の
原
因

　
　

建
設
業
に
係
る
廃
業
等
の
届
出
が
あ
り
、
建
設
業
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
四
号
に
該
当   

教
育
委
員
会

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
告
示
第
十
一
号

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
十
三
条
の
規
定
に
よ

り
、
教
育
委
員
会
の
定
例
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
会
議
の
傍
聴
を
希
望
す
る
者
は
、
次
に
定
め
る
手
続
に
従
っ
て
傍
聴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

平
成
二
十
三
年
五
月
十
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

大　
　

村　
　

虔　
　

一　
　
　

一　

日　

時　

平
成
二
十
三
年
五
月
十
七
日　

午
後
一
時
三
十
分

二　

場　

所　

教
育
委
員
会
会
議
室

三　

事　

件

　

１　

障
害
児
就
学
指
導
審
議
会
委
員
及
び
専
門
委
員
の
人
事
に
つ
い
て

　

２　

高
等
学
校
等
育
英
奨
学
資
金
貸
付
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

四　

傍
聴
者
の
定
員

　
　

十
二
人

五　

傍
聴
手
続

１　

傍
聴
希
望
の
受
付
は
、
会
議
開
会
十
五
分
前
ま
で
に
、
当
該
会
議
の
会
場
に
参
集
し
た
傍
聴
希
望
者
に
対
し
て

行
い
ま
す
。

２　

傍
聴
の
手
続
は
、
先
着
順
で
行
い
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
希
望
者
全
員
に
よ
る
抽
選
と
し
ま
す
。

六　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　

宮
城
県
教
育
庁
総
務
課
総
務
班
（
電
話
〇
二
二－

二
一
一－

三
六
一
一
）

 
選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
四
十
八
号

　

平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
九
日
執
行
の
丸
森
町
長
選
挙
に
係
る
当
選
の
効
力
に
関
し
、
伊
具
郡
丸
森
町
字
上
滝
西
四

十
四
番
地　

渡
辺
政
巳
か
ら
申
立
て
の
あ
っ
た
審
査
申
立
て
に
つ
い
て
、
当
委
員
会
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
七

日
次
の
と
お
り
裁
決
し
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
五
月
十
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
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株
式
会
社
仙
台
技

術
サ
ー
ビ
ス

齋
藤　

重
則

鈴
木
建
築

鈴
木　

敏

仙
台
市
宮
城
野
区
五
輪
一

丁
目
八－

三

栗
原
市
鶯
沢
南
郷
上
川
久

保
一－

二
十
八

般－

二
十
二

第
一
万
三
千
百

六
十
二
号

般－

二
十
一

第
一
万
七
千
三

百
十
五
号

　

と
び
・
土
工
工
事
業

　

ほ
装
工
事
業

　

水
道
施
設
工
事
業

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

と
び
・
土
工
工
事
業

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

建
築
工
事
業

　

大
工
工
事
業

平
成
二
十
三
年

 

四
月
四
日

平
成
二
十
三
年

 

四
月
七
日

裁
　
　
　
　
　
　
　
決
　
　
　
　
　
　
　
書

 
宮
城
県
伊
具
郡
丸
森
町
字
上
滝
西
44番
地
　
　

 
審
査
申
立
人
　
渡
　
辺
　
政
　
巳
（
57歳
）　

　
審
査
申
立
人
（
以
下
「
申
立
人
」
と
い
う
。）
か
ら
平
成
23年
２
月
４
日
付
け
で
提
起
さ
れ
た
平
成
22年
12月
19日
執

行
の
丸
森
町
長
選
挙
（
以
下
「
本
件
選
挙
」
と
い
う
。）
に
お
け
る
当
選
の
効
力
に
関
す
る
審
査
の
申
立
て
に
つ
い
て
，

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会
（
以
下
「
当
委
員
会
」
と
い
う
。）
は
，
次
の
と
お
り
裁
決
す
る
。

主
　
　
　
　
　
　
　
文

　
本
件
審
査
の
申
立
て
を
棄
却
す
る
。

審
査
申
立
て
の
要
旨

 

　
申
立
人
は
，
平
成
22年
12月
19日
執
行
の
本
件
に
お
け
る
当
選
の
効
力
に
関
し
，
同
年
12月
27日
に
丸
森
町
選
挙
管

理
委
員
会
（
以
下
「
町
委
員
会
」
と
い
う
。）
に
対
し
て
異
議
の
申
出
を
し
た
と
こ
ろ
，
町
委
員
会
は
，
平
成
23年
１
月

24日
に
こ
れ
を
棄
却
す
る
決
定
を
し
た
。

　
申
立
人
は
，
こ
れ
を
不
服
と
し
て
，
平
成
23年
２
月
４
日
，
当
委
員
会
に
対
し
，
こ
の
裁
決
を
取
り
消
し
，
当
選
人

の
当
選
を
無
効
と
す
る
と
の
裁
決
を
求
め
た
も
の
で
あ
り
，
そ
の
理
由
を
要
約
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
投
票
日
当
日
に
当
選
人
本
人
が
選
挙
運
動
を
行
っ
て
お
り
，
公
職
選
挙
法
第
129条

（
選
挙
運
動
の
期
間
）
の
違
反
に



〇
宮
選
管
告
示
第
四
十
九
号

　

平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
九
日
執
行
の
丸
森
町
長
選
挙
に
係
る
当
選
の
効
力
に
関
し
、
伊
具
郡
丸
森
町
字
上
滝
西
四

十
四
番
地　

渡
辺
政
巳
か
ら
申
立
て
の
あ
っ
た
審
査
申
立
て
に
つ
い
て
、
当
委
員
会
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
七

日
次
の
と
お
り
裁
決
し
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
五
月
十
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
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あ
た
る
こ
と
か
ら
，
当
選
人
の
当
選
は
無
効
で
あ
る
。

　
ま
た
，丸
森
町
選
挙
管
理
委
員
会
は
警
察
及
び
裁
判
所
に
公
職
選
挙
法
違
反
で
あ
る
か
ど
う
か
確
認
す
べ
き
で
あ
り
，

判
断
を
求
め
審
査
す
べ
き
で
あ
る
。

裁
決

の
理

由
 

　
当
委
員
会
は
，
本
件
審
査
の
申
立
て
が
要
件
を
備
え
て
い
る
た
め
，
適
法
と
認
め
て
受
理
し
，
町
委
員
会
か
ら
弁
明

書
を
提
出
さ
せ
，
申
立
人
か
ら
は
反
論
書
の
提
出
を
受
け
た
。

　
ま
た
，
町
委
員
会
に
対
し
，
本
件
選
挙
に
係
る
関
係
書
類
の
提
出
を
求
め
，
審
理
を
行
っ
た
。

１
　
ま
ず
，
公
職
選
挙
法
第
206条

及
び
第
207条

に
規
定
す
る
当
選
の
効
力
に
関
す
る
争
訟
に
お
い
て
当
選
無
効
と
な

る
違
法
事
由
は
，「
当
選
人
決
定
に
つ
い
て
の
違
法
即
ち
，当
選
人
を
決
定
し
た
機
関
の
構
成
や
決
定
手
続
き
の
違
法
，

各
候
補
者
の
有
効
投
票
数
の
算
定
の
違
法
，
当
選
人
と
な
り
得
る
資
格
の
有
無
の
認
定
に
関
す
る
違
法
等
の
み
が
こ

れ
に
当
た
る
も
の
。」（

平
成
４
年
12月
17日
名
古
屋
高
等
裁
判
所
判
決
）
と
解
さ
れ
て
お
り
，
申
立
人
の
主
張
は
当

選
無
効
原
因
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
。

２
　
ま
た
，公
職
選
挙
法
第
251条

に
お
い
て
そ
の
罰
則
に
該
当
す
る
行
為
に
つ
き
有
罪
判
決
が
確
定
す
る
こ
と
に
よ
り

そ
の
当
選
を
無
効
と
す
る
旨
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
，
当
選
人
の
違
反
行
為
の
有
無
及
び
罰
則
の
該
当
に
つ

い
て
の
認
定
判
断
は
，「
専
ら
刑
事
上
の
訴
追
と
そ
の
結
果
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
り
，
仮
に

当
該
選
挙
に
関
し
て
公
選
法
上
の
罰
則
に
掲
げ
る
罪
を
客
観
的
に
犯
し
た
と
し
て
も
，
当
選
人
が
そ
の
犯
罪
（
但
し
，

公
職
選
挙
法
第
251条

所
定
の
罪
に
限
る
。）
に
よ
り
刑
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
限
り
，
当
該
選
挙
に
関
し
て
当

選
人
が
現
実
に
右
罰
則
該
当
の
行
為
を
し
た
と
い
う
事
実
の
み
を
理
由
と
し
て
当
該
当
選
人
の
当
選
無
効
訴
訟
を
提

起
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」（
平
成
４
年
12月
17日
名
古
屋
高
等
裁
判
所
判
決
）
と
解
さ
れ
て
い
る
。

３
　
さ
ら
に
，
仮
に
当
選
人
の
行
為
が
公
職
選
挙
法
の
罰
則
に
該
当
す
る
行
為
で
あ
っ
た
と
し
て
も
，「
当
選
人
が
公

職
選
挙
法
第
251条

に
よ
り
刑
に
処
せ
ら
れ
る
等
の
こ
と
の
な
い
以
上
，
そ
れ
が
た
め
に
当
然
に
，
当
選
人
の
当
選
が

無
効
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。」（
昭
和
30年
５
月
20日
最
高
裁
判
所
判
決
）
と
解
さ
れ
て
い
る
。

　
即
ち
，
当
選
の
効
力
に
関
す
る
争
訟
に
お
い
て
当
選
人
ら
の
行
為
が
申
立
人
の
主
張
す
る
選
挙
犯
罪
に
該
当
す
る

か
否
か
を
審
理
判
断
し
，
こ
れ
を
理
由
に
当
選
を
無
効
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
，
申
立
人
の
主
張
は
当
選
無
効
と
な
る
違
法
事
由
に
該
当
せ
ず
，
申
立
人
の
主
張
を
認
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

４
　
以
上
の
と
お
り
，
申
立
人
の
主
張
す
る
当
選
無
効
の
審
査
申
立
は
全
て
理
由
が
な
い
。

よ
っ
て
，
当
委
員
会
は
，
主
文
の
と
お
り
裁
決
す
る
。

　
平
成
23年
４
月
27日

裁
　
　
　
　
　
　
　
決
　
　
　
　
　
　
　
書

 
宮
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町
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上
滝
西
44番
地
　
　

 
審
査
申
立
人
　
渡
　
辺
　
政
　
巳
（
57歳
）　

　
審
査
申
立
人
（
以
下
「
申
立
人
」
と
い
う
。）
か
ら
平
成
23年
２
月
４
日
付
け
で
提
起
さ
れ
た
平
成
22年
12月
19日
執

行
の
丸
森
町
長
選
挙
（
以
下
「
本
件
選
挙
」
と
い
う
。）
に
お
け
る
当
選
の
効
力
に
関
す
る
審
査
の
申
立
て
に
つ
い
て
，

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会
（
以
下
「
当
委
員
会
」
と
い
う
。）
は
，
次
の
と
お
り
裁
決
す
る
。

主
　
　
　
　
　
　
　
文

　
本
件
審
査
の
申
立
て
を
棄
却
す
る
。

審
査
申
立
て
の
要
旨

 

　
申
立
人
は
，
平
成
22年
12月
19日
執
行
の
本
件
に
お
け
る
当
選
の
効
力
に
関
し
，
同
年
12月
27日
に
丸
森
町
選
挙
管

理
委
員
会
（
以
下
「
町
委
員
会
」
と
い
う
。）
に
対
し
て
異
議
の
申
出
を
し
た
と
こ
ろ
，
町
委
員
会
は
，
平
成
23年
１
月

24日
に
こ
れ
を
棄
却
す
る
決
定
を
し
た
。

　
申
立
人
は
，
こ
れ
を
不
服
と
し
て
，
平
成
23年
２
月
４
日
，
当
委
員
会
に
対
し
，
こ
の
裁
決
を
取
り
消
し
，
当
選
人
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の
当
選
を
無
効
と
す
る
と
の
裁
決
を
求
め
た
も
の
で
あ
り
，
そ
の
理
由
を
要
約
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
　
告
示
前
に
申
立
人
の
関
係
者
が
警
察
よ
り
警
告
を
受
け
た
。

２
　
申
立
人
陣
営
が
相
手
陣
営
に
も
同
様
の
警
告
を
行
う
よ
う
警
察
に
依
頼
を
し
た
が
，
相
手
陣
営
は
一
向
に
止
ま
ら

な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
，
不
公
平
な
選
挙
で
あ
る
。

３
　
警
察
に
情
報
提
供
を
求
め
，
不
公
平
な
選
挙
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
れ
ば
，
当
選
人
の
当
選
は
無
効
で
あ
る
。

４
　
ま
た
，
丸
森
町
選
挙
管
理
委
員
会
は
公
平
な
選
挙
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
か
ど
う
か
論
じ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

裁
決

の
理

由
 

　
当
委
員
会
は
，
本
件
審
査
の
申
立
て
が
要
件
を
備
え
て
い
る
た
め
，
適
法
と
認
め
て
受
理
し
，
町
委
員
会
か
ら
弁
明

書
を
提
出
さ
せ
，
申
立
人
か
ら
は
反
論
書
の
提
出
を
受
け
た
。

　
ま
た
，
町
委
員
会
に
対
し
，
本
件
選
挙
に
係
る
関
係
書
類
の
提
出
を
求
め
，
審
理
を
行
っ
た
。

１
　
ま
ず
，
公
職
選
挙
法
第
206条

及
び
第
207条

に
規
定
す
る
当
選
の
効
力
に
関
す
る
争
訟
に
お
い
て
当
選
無
効
と
な

る
違
法
事
由
は
，「
当
選
人
決
定
に
つ
い
て
の
違
法
即
ち
，当
選
人
を
決
定
し
た
機
関
の
構
成
や
決
定
手
続
き
の
違
法
，

各
候
補
者
の
有
効
投
票
数
の
算
定
の
違
法
，
当
選
人
と
な
り
得
る
資
格
の
有
無
の
認
定
に
関
す
る
違
法
等
の
み
が
こ

れ
に
当
た
る
も
の
。」（

平
成
４
年
12月
17日
名
古
屋
高
等
裁
判
所
判
決
）
と
解
さ
れ
て
お
り
，
申
立
人
の
主
張
は
当

選
無
効
原
因
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
。

２
　
ま
た
，公
職
選
挙
法
第
251条

に
お
い
て
そ
の
罰
則
に
該
当
す
る
行
為
に
つ
き
有
罪
判
決
が
確
定
す
る
こ
と
に
よ
り

そ
の
当
選
を
無
効
と
す
る
旨
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
，
当
選
人
の
違
反
行
為
の
有
無
及
び
罰
則
の
該
当
に
つ

い
て
の
認
定
判
断
は
，「
専
ら
刑
事
上
の
訴
追
と
そ
の
結
果
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
り
，
仮
に

当
該
選
挙
に
関
し
て
公
選
法
上
の
罰
則
に
掲
げ
る
罪
を
客
観
的
に
犯
し
た
と
し
て
も
，
当
選
人
が
そ
の
犯
罪
（
但
し
，

公
職
選
挙
法
第
251条

所
定
の
罪
に
限
る
。）
に
よ
り
刑
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
限
り
，
当
該
選
挙
に
関
し
て
当

選
人
が
現
実
に
右
罰
則
該
当
の
行
為
を
し
た
と
い
う
事
実
の
み
を
理
由
と
し
て
当
該
当
選
人
の
当
選
無
効
訴
訟
を
提

起
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」（
平
成
４
年
12月
17日
名
古
屋
高
等
裁
判
所
判
決
）
と
解
さ
れ
て
い
る
。

３
　
さ
ら
に
，
仮
に
当
選
人
の
行
為
が
公
職
選
挙
法
の
罰
則
に
該
当
す
る
行
為
で
あ
っ
た
と
し
て
も
，「
当
選
人
が
公

職
選
挙
法
第
251条

に
よ
り
刑
に
処
せ
ら
れ
る
等
の
こ
と
の
な
い
以
上
，
そ
れ
が
た
め
に
当
然
に
，
当
選
人
の
当
選
が

無
効
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。」（
昭
和
30年
５
月
20日
最
高
裁
判
所
判
決
）
と
解
さ
れ
て
い
る
。

　
即
ち
，
当
選
の
効
力
に
関
す
る
争
訟
に
お
い
て
当
選
人
ら
の
行
為
が
申
立
人
の
主
張
す
る
選
挙
犯
罪
に
該
当
す
る

か
否
か
を
審
理
判
断
し
，
こ
れ
を
理
由
に
当
選
を
無
効
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
，
申
立
人
の
主
張
は
当
選
無
効
と
な
る
違
法
事
由
に
該
当
せ
ず
，
申
立
人
の
主
張
を
認
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

４
　
以
上
の
と
お
り
，
申
立
人
の
主
張
す
る
当
選
無
効
の
審
査
申
立
は
全
て
理
由
が
な
い
。

よ
っ
て
，
当
委
員
会
は
，
主
文
の
と
お
り
裁
決
す
る
。

　
平
成
23年
４
月
27日
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